
レシピ紹介：百年乃家ときえだ（安心院町且尾） 時枝仁子さんより

広報うさ　2023.7　⎜　４

問合せ　秘書広報課 多文化共生・交流係
　（☎ 27-8240）

　このコーナーでは、宇佐市の外国人住民や支援者、市の取り組みなどについてご紹介しま
す。みんなが暮らしやすい多文化共生社会を作るためにまずは知ることから始めませんか。

多文化共生ひろば

お便りをくれた方

　私は、ベトナムで５カ月間日本語の勉強をして、昨年 10 月に日本に来ました。
でも、日本人の話し方は早くて、何を言っているのか分かりませんでした。班長
が仕事の説明をしてくれたとき、私はよく「もう一度お願いします」と言いました。
部品が多いので、すぐには覚えられません。しかし、職場の人が「初めてだから
心配しなくていいよ」と言ってくれました。毎日早く起き、朝ごはんとお弁当を作っ
て会社に行きます。生活も仕事も大変ですが、だんだん慣れてきました。
  日本語は仕事や生活でとても大事です。 だから、日本語の勉強をしています。日
本語教室にも参加しています。先生たちは親切で熱心に教
えてくれて楽しいです。 
  私は家族のためにお金を稼ぐためだけでなく、日本語教師
になる夢があります。大変でも頑張ります。

名前  　　　　　　　  さん　国籍  ベトナム
住所  大塚　職場  双葉産業㈱

農泊家庭の料理に

チャレンジ！

　農泊では、かまどでの米炊きや魚さ
ばきなど、さまざまな農食体験を行っ
ています。農泊家庭と一緒に地元食材
を収穫して、料理し、味わう一連の体
験は子どもたちにとって貴重です。
　今回は、農泊家庭のおすすめレシピ
をご紹介します。

【１】長芋は５㎜角の 10㎝程の棒状に切り、酢水（水
500mlに対し、酢大さじ１）につける。味一ねぎは根を切
り落とし、巻きすの長さに切る。

【２】高菜の葉をよくしぼり、葉の裏側を上にして巻きす
の上に広げる。

【３】酢飯を全面に四角に広げ、青じそを手前一列に並べ
て敷く。その上に味一ねぎ、梅肉、長芋、納豆を順に乗せ、
巻き寿司のように手前からぎゅっと巻く。しばらく置き、
輪切りにして完成。

・長芋　10㎝程の長さ１本
・味一ねぎ　1/4 束
・高菜漬けの葉　2 枚
 （半日ほど水につけて塩抜き
をしておく）

・酢飯　1 合
( 酢 大さじ１強、砂糖 大さ
じ２、塩 小さじ 1/2）

・青じそ　６枚
・梅肉　適量
・納豆　1 パック
・お好みでわさびなど

材料（２本分）

高菜漬け巻きずし

問合せ / 健康課 健康増進係（☎ 27-8137）
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https://www.city.usa.oita.jp/sougo/iryo_kenko_fukushi/syokuiku/syokuikureshipi/chisannchisyouresipi/19143.html


市長コラム

　⎜　広報うさ　2023.7

■ 戦争関連資料を収集しています。提供していただける方は社会教育課 文化財係（☎ 27-8199）
にご連絡ください。資料は平和の尊さを学ぶために活用いたします。

問合せ　社会教育課 平和ミュージアム建設準備室（☎ 27-8200）

　このコーナーでは、戦後 75年以上経って体験者の声が薄れゆく中、戦争の実像を伝えるためにこれま
で収集した資料や今に残る戦争遺構にまつわる「記憶」を紹介していきます。
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　駅館川河口右岸の堤防に、川へ突き出すようにつ
くられています。そばに海軍の駅館川舟

しゅうてい
艇詰所が置

かれ、船溜まりには手漕ぎボート、機関室や操舵室
を備えた小型の船などが係留され、沖合に錨

びょうはく
泊した

艦艇と陸との兵員の乗降や物資の積み下ろしに使わ
れていました。その他、飛行機救難艇なども係留さ
れていました。




